青年海外協力隊OB会　第５回総会

議事録　
【日　時】　平成19年7月14日（土）　14：00～15：30

【場　所】　JICA地球ひろば　202会議室
【出席者】　伊東　辰夫（S61/2　在庫管理）、徳山　薫（S61/2　理数科教師）星野　隆志
（S62/1　自動車整備）、川本　雅之（S62/3　土木施工）、新井　克芳（S63/1　電話交換機）、中西　泰敬（S63/1　道路）大塚　一雄（S63/3 ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ）平川　正広（S63/3 ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ）、岩本　融（H1/1　視聴覚教育）、藤田　和彦（H1/1　無線通信機）、澤井　慶太（H6/2　音楽）、清水　幹雄（H6/3　数学教師）、影山　洵（H9SV　業務調整）、薮内　美香（H9/1　家政）、山本　耕司（H9/3　技術科教師）、河野　美和（H10/1　臨床検査技師）、鈴木　明夫（H11SV　作物栽培）
【審議事項並びに議事経過報告】
定刻より10分遅れ、司会の新井氏より青年海外協力隊サモアOB会第5回総会の開会宣言がなされた。次に大塚会長より挨拶があり、引き続き議長、副議長及び書記の選出が行われ、それぞれ大塚一雄（S63/3　システムエンジニア）　、山本耕司（H9/3　技術科教師）及び澤井慶太（H6/2音楽）の3名がが選出され出席者の承認を得て議事の審議に入った。
【審議事項】
1. 平成17年度及び平成18年度活動報告
役員より平成17年度及び同18年度の活動報告が行われた。本議案については以下のやり取りが行われ、議長が一同に諮ったところ本議案は原案通り承認・可決された。
出席者：本議案に（案）という表記が付いているが、すでにやったことに対して（案）という表記はいかがか？
役　員：総会で未承認であるため、致し方なくこういった記述方法をとった。しかしこれは実績についての表記であるため関係資料から（案）を削除することにする。
　
2. 平成17年度及び平成18年度会計報告
3. 平成17年度及び平成18年度会計監査報告
　　　議長より、平成17年度及び同18年度会計報告並びに平成17年度及び同18年度会計報告については表裏一体なので、一緒に審議するとの提案を受け、役員より関係書類に基づき説明が行われた。本議案については以下のやり取りが行われ、議長が一同に諮ったところ本議案は原案通り承認・可決された。
出席者：会計報告の残高と通帳残高については一致していることの確認を行っているのか？
役　員：双方の残高が一致していることを確認している。
出席者：毎回繰越金が膨らんでいるが、今後この繰越金を使っての何か計画はあるか？一例ではあるがサモアへの直行便を実現させる等の計画を行ったらどうか。
役　員：現時点では繰越金を使っての具体的な事業計画はないが、提案があれば検討する旨説明を行った。
出席者：JOCAの助成金について、OB会の予算が少ないことを理由に助成金をさらに要請するというのはどうか？
役　員：必要な場合、その都度助成金は戴いている。OB会としてはもらえるものはもらっておくという考え方が基本である。
出席者：その助成金を何に使ったか、内訳を示す領収書等を提出する義務はなかったはず。
役　員：ご指摘のとおり助成金における領収書等の提出義務は無い。当会の基本方針としては、コンプライアンスなど昨今の世の中の流れを考慮し、必要な経費についてはこれからも助成金の申請を行っていく。
　　
4. 役員改選（案）
　　　出席者よりOB会の運営にこれまで貢献している現行役員の方々の実績を考慮し、改選(案)の提案があった。右提案につき議長が一同に諮ったところ本議案は原案通り承認・可決された。
5. 平成19年度活動計画（案）
6. 平成19年度活動予算（案）
　　　議長より、平成19年度活動計画及び同19年度活動予算については表裏一体なので、一緒に審議するとの提案を受け、役員より関係書類に基づき説明が行われた。本議案については以下のやり取りが行われ、議長が一同に諮ったところ本議案は原案に加え、役員への必要経費負担を含め承認・可決された。
出席者：支出に比して収入が多い。OB会にとってさらにプラスとなるような事業を行なってもよいのではないか？　例えば、サモアへの直行便をチャータするといったような。
役　員：経費削減には常日頃から心がけている。支出が少ないのは出費を抑えていることに理由がある。
出席者：長年、役員をやっている方々の個人負担が大きいのはよくない。例えば役員会に出席する際の交通費などは支出としてOB会が負担しても正当な理由になるのではないか？このようにきちんと活動している団体の予算にしては金額そのものが少なすぎると感じる。役員の正当な支出に関しては、OB会に要求するべきだ。
役　員：今、提案のあった必要経費についてOB会へ請求できることはありがたい。今後そのようにさせてもらう。
出席者：8月予定のプレゼンについては、既にある程度進行していてもおかしくない時期だが、進捗状況はいかに？
役　員：これまで本総会の準備に傾注していることからプレゼンの準備についてはこれから行う予定である。
出席者：「今年のグローバル・フェスタ日程は如何に
役　員：本年は10月6日及び7日を予定している。」
7. OB会名称変更（案）
役員より、OB会名称の変更について提案があり、趣旨説明が行われた。これを受
け、本議案については以下のやり取りが行われた結果、現状のままとし、当座様子を見ることとなった。
出席者：サモアOB会というのはいかがか？（数名）
役　員：現行のままでもよいのではないか。『青年海外協力隊』というネームバリューは大きい。
出席者：しばらくはまだ『協力隊』を付けていてもよいのではないか？
役　員：シニア・ボランティアOBの方々に伺うが、やはり『協力隊』が付いていると敷居が高いようなイメージがあるか？
出席者：確かに『青年～』という字面を見ると、『私が入ってもいいのかな』という抵抗はあった。個人的にはサモアOB会がよい
出席者：条文にもあるようだが『協力隊以外の方で会員』というのは実際に存在するのか？（数名）
役　員：数名の方が居る。出席者：名称の変更はそんなに急ぐことなのか？
役　員：名称を変更するとしたらその機会は2年に一回の総会の場でのみ。よって今回を逃すと、自ずと2年後まで持ち越されることになる
　
8. 会則改定（案）
　　役員より会則改定の条項につき説明が行われた。本議案については以下のやり取りが行われ、議長が一同に諮ったところ本議案は原案に加え、以下のやり取りを含め承認・可決された。
【4条】　「JICA及びJOCVなどの」を「JICA、JOCV及びその他の」へ変更
【6条】　「種類及び定数」を「役員及び定数」へ変更
【9条】
出席者：条文に交通費についての文面も加えてよいのではないか？
出席者：上限を2,000円/人にするとかでは？
出席者：交通費は『報酬』ではなく『経費』なので特に条文化しなくてもよいのではないか
出席者：際限がなくなってしまうので、やはり何かしらの明文化は必要（数名）
種々議論の結果、本経費負担については本議事録に記載することで明文化することとなった。
【12条】　「おいて…―おいて」となっているため、後ろの「おいて」を「で」へ変更
【14条】
出席者：『承認』という文言の定義を定数的に明確にするべきではないか
出席者：承認の話をもち出したらキリがない。本来だと委任状を作成して前もってOB会員全員に承認をとっておくというのが正当な手続きである。
役　員：当OB会則に基づけば本年度の会費を払った方が現時点における会員である。すなわち今ここの総会に出席している方たちが会員である。
種々議論の結果、現行条項で現時点まで特段問題が発生していないことに鑑み原案通りとすることとなった。
　
以上で予定された審議を終了したので、議長、副議長及び書記を解任し総会の閉会を宣し、散会した。
平成19年7月14日

青年海外協力隊サモアOB会　第5回総会
